
 

 

 

 

 

 

 

「言葉かけのむずかしさ」 ～ 横の関係を大切に ～ 

校長 坂本 勉  

いよいよ明日から夏休みです。子供と話していると、つい注意が多くなってしまうとか、子供がな

かなか話をしてくれない…といった声を聞くことがあります。次の場面を想像してみてください。 

家でお手伝いをほとんどしない子がいます。その子がお菓子づくりに興味をもち、家族と一緒にチ

ーズケーキを焼きました。普段はやる気がないのに、この時は頑張っておいしいチーズケーキができ

ました。ほとんどお手伝いをしない子だったので、家族は大変喜びました。 

さて、もし、皆さんがこの子の家族だったら、チーズケーキをがんばって作った子にどんな言葉か

けをしますか？ 多くの人は、きっと次のように考えたのではないでしょうか。 

「おいしいのができてよかったね。」「がんばって作ったね。えらいね。」 

「やればできるんだね。」「また、おいしいのを作ってね。」 

まだ、他にもあるかもしれませんが、ほめることが大切だということで、上記のように 

考えた人は多いと思います。実際、私も最初は、そのように考えていました。ところが… 

「一緒に作れて楽しかったね！」という声のかけ方もあるのだそうです。これは、作ったことの喜

びを子供と共有している「横の関係」です。これに対して、「がんばって作ったね。」というのは、

評価をする人と評価される人という「縦の関係」になります。 

では、どちらの方が子供にとって嬉しいのでしょうか。例えば、自分がたまにしか作らない料理を

したとき、家族に「おっ、えらいね。がんばったね。やればできるじゃん。」と言われたら、どんな

感じがしますか。私たち大人は、子供との関係で、知らず知らずのうちに「よくできました」という

観点、つまり「縦の関係」だけから子供をほめてしまっているかもしれません。もちろん、ほめるこ

とは大切なのですが、大切なのはその「ほめ方」です。いつでも「すごいね」「えらいね」だけでは

ダメで、「協力してくれてありがとう」「一緒にやれて楽しかったね」などという観点、つまり「横

の関係」の中で、子供と喜びを分かち合う態度や感謝の気持ちをもつことも必要なのではないでしょ

うか。まだまだ十分とはいえませんが、私自身もこの話を聞いてから、「子供たちに対する言葉かけ」

を考えるようになり、「横の関孫」で言葉かけをすることを意識するようにしています。 

当然ながら、私たち教師は、言葉かけもプロでなければなりません。保護者の皆様と一緒に本校の

教職員も、感謝の気持ち、喜びの気持ちを伝える「横の関係」での言葉かけを、学校でも多くしてい

きたいと思います。長い夏休み、御家庭でもぜひ実践していただければ幸いです。 
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●９月の主な行事予定● 

日 曜 行事等 

１ 金 ３時間授業、２学期始業式、一斉下校11:35 

４ 月 ４時間授業、避難訓練  

２学期給食開始、一斉下校13:20 

２０ 水 短縮日課５時間授業、一斉下校14:15 

２８ 

２９ 

木 

金 
５年林間学校 

 

◆埼玉県硬筆中央展覧会表彰◆ 

県書写書道教育連盟賞 
４年 髙田 結  

６年 田島彩喜  

推薦賞 ５年 横田空音  

 

 

特選賞 

２年 青木絢音  

３年 請川良昌 坂本 柊 

４年 山中杏珠  

５年 内海咲希 根岸未来 

６年 志村蒼羽  

 

 

 

優良賞 

１年 坂本 唯 持田桜良 

２年 
大澤奏太 彦久保釉月 

峯岸琉莉  

３年 山口歩澄  

４年 坂本心優 大澤泰斗 

５年 
大澤咲良 請川良朋 

大澤咲貴 齊藤るりか 

 

夏休みの課題にチャレンジ！ 
 夏休み作品募集一覧を配布しました。任意課題では

ありますが、夏休みを計画的に過ごすためにも、ぜひ

「夏休みの課題」に取り組んでみてください。 

※最終〆切日は、９月４日（月）です。 

 

夏休み中、安全に生活しましょう 

 夏休み中、子供たちが事故や事件に巻き込まれず、

安全に生活できますようご指導をお願いいたします。

特に、山や川は事故が多い場所です。天候等もご確認

いただき、遊びに出かけるときには、保護者の方から

の子供たちへの安全指導を、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 なお、子供だけで出かけるとき

には、行き先や帰宅の予定時刻、同

行者を明らかにする習慣づけを日

頃より行ってください。 

局地的な大雨や雷、竜巻などの自然災害も非常に危

険です。また、自転車乗車時のヘルメット着用の推進

等、交通事故にも注意してください。 

 


